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特定非営利活動法人お茶の水学術事業会 平成25年度 事業計画書 

2013年4月1日〜2014年3月31日 

 

１． 特定非営利活動にかかる事業 

（１） 教育研究活動事業 

①セミナー、シンポジウム等開催事業 

②リカレント・リトレーニング等開催事業 

③国内学会の企画運営、国際学会等の準備事業 

・学会事務：アジア政経学会、日本近代文学会、表現学会、日本唾液腺学会、関根賞、 

全国大学国語国文学会、竹村和子フェミニズム基金、 

＊湯浅年子賞（平成25年度より） 

④講演等の講師派遣斡旋等事業（講師派遣、セミナー・講演会の共催等） 

 ・主催者からの要望に応じて、講演会の講師を紹介する。 

 ・理事会の承認を経て、講演会・セミナーの共催を行う。 

－1件につき3万円及び講師の交通費を支給する。 

     ◆ 共催講演会（2013年6月15日現在） 

Ⅰ．桜蔭会徳島支部 

  開催日：2013年5月11日（土）実施済   

  講師：内田 伸子 氏（お茶の水女子大学 名誉教授） 

  テーマ：「子育てに『もう遅い』はありません 

 ～心と脳の科学からわかる親が本当にすべきこと～」 

共催金支給額：70,580円（講師謝礼金：30,000円、交通費：40,580円） 

参加：191名 

Ⅱ．お茶の水地理学会講演会 

  開催日：2013年12月7日（土） 

  講師：耳塚 寛明 氏（お茶の水女子大学 教授） 

  テーマ：教育格差について 

  予定参加人数：約100名 

  共催金支給額：30,000円（講師謝礼金） 

⑤学術・調査・研究・教育等の活動運営支援事業 

   （a）・助成金の支給 

原則として対象となる事業費の2分の1以内とし、１件につき10万円まで 

・HP管理 

認定遺伝カウンセラー制度委員会、遺伝カウンセリング・ジャパン、関根賞 

夢のつばさ❤プロジェクト、竹村基金 

・主催者からの依頼に応じて、大学関連のセミナー・シンポジウム・講演会等の情報を、会員な

らびに関係者（約350名）にメール配信する。 

・「雅Grace」の受託販売を行う。 

     ・印刷物の編集請負 
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◆A-WiLシンポジウム基調講演「グローバル人材育成 ～グローバル社会で活躍するために～」 

（槍田 松瑩  三井物産株式会社 取締役会長） 

 発行：お茶の水女子大学リーダシップ養成教育研究センター 

 発行予定：2013年6月 

◆「リーダーシップ論」第７回 

・編集を請け負った冊子を、発行者の許可を得て、会員・桜蔭会支部などに配布する。 

（ｂ）夢のつばさ❤プロジェクト 

⑥学術関連等の出版事業 

    ・お茶の水E-bookサービス オンデマンド出版による製本版販売 

１．『古今和歌六帖全注釈 第一帖』（10,000円） 

２．『近世日本の儒教思想』 第一分冊と第二分冊のセット（21,000円、分売不可） 

３．『Javaプログラミング入門』（2013年度中に追加予定、価格未定） 

（２） 国際交流に関する事業 

（３） 研究施設などの整備保全に関する事業 

（４） 経済活動における男女共同参画促進事業 

①女性ベンチャー起業家への助成事業 

②女性起業家育成のためのセミナー、シンポジウムの開催 

 ◆「女性のためのパソコン教室～スキルアップで仕事に強くなろう」 

    共  催：文京区男女協働・子ども家庭支援センター担当課 男女協働担当 

開催日時：＜基礎コース＞ 2013年6月18日、19日   13時30分～16時30分 

＜応用コース＞ 2013年6月25日、26日   13時30分～16時30分 

    参 加 費：1,500円（テキスト代を含む） 

    募集人数：各コース20名 

（５） 男女共同参画社会のための啓発事業 

①� 機関紙（誌）、教育・研究等に関する啓発書の発行 

    ・会報「ellipse」（年３回、第31号 ～ 第33号） 

・お茶の水ブックレット9「子どもは変わる 大人も変わる」増刷予定  

・お茶の水ブックレット10 発行を検討 

   ②ホームページの開設・運営 http://www.npo-ochanomizu.org/ 

２．その他の事業 

 （１）機関紙（誌）への広告掲載事業 

・ 会報に広告を掲載する。－ 広告掲載企業を随時募集中。（一枠：20,000円） 

 （２）企画販売 

・ お茶大ゴーフル・お茶大絵はがき・クリアファイルの販売を行う。 

・ お茶大クリアファイルを製作する。 

３．運営について 

（１）理事会 

・2013年5月18日 第1回理事会   ・2014年3月 年度末理事会 

・上記以外に必要に応じてメール理事会を開催する。 

 （２）総会：2013年6月15日（土） 

 （３）スタッフミーティング：年数回、必要に応じて 

以上 


